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Ｐ２００１６ 

2020 年度実施方針 

 

ロボット・AI 部 

 

１．件 名：革新的ロボット研究開発基盤構築事業 

 

２．根拠法 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構法第 15 条第 1 項第 3 号及び

第 9 号 

 

３.背景及び目的・目標 

（１）背景及び目的 

産業用ロボットは、日本経済を牽引する自動車産業や電機・エレクトロニクス産業

で数多く導入されており、その技術は日本の産業を発展させていく上でも欠かせない

基盤技術である。2019 年 7 月、内閣府、厚生労働省、文部科学省、経済産業省により

合同で開催された「ロボットによる社会変革推進会議」の取り纏めでは、国内需要よ

りも海外需要が拡大する中、国際競争力を強化していく上で、如何に国内でキープロ

ダクツを育て、システムインテグレート能力を強化していくかが重要な課題であると

されている。 

近年では労働力不足を背景に、食品加工や物流といったサービス分野における産業

用ロボットの活用についても着目されており、今後も産業用ロボットの市場は拡大が

見込まれている。他方で、欧州や中国の追い上げにより、日本の産業用ロボット市場

は極めて厳しい競争環境に晒されており、中長期的視点に立った、企業が投資しづら

いリスクの高い基礎・応用研究を支援する必要がある。また、現状、日本の産業用ロ

ボットメーカにロボットのみを手掛ける企業はなく、数多くあるセグメントの一つが

ロボット分野となっているに過ぎず、基礎・応用研究に割くリソースは極めて限定的

であるというのが実態である。そこで、これまで直接関わることの少なかった、ロボ

ティクスとは異なる分野の大学研究者等との連携も図りつつ、産学が連携した研究体

制を構築し、産業界における協調領域について検討を進めながら研究開発を実施する

ためには、国が関与することは不可欠である。 

そこで本事業では、中長期にわたり、産業用ロボットにおける重要技術について世

界をリードし続けていくことを目指し、既存技術の改良・改善のアプローチのみなら

ず、サイエンスの領域に立ち返った技術開発や、異分野の技術シーズの取り込み等に

よるイノベーションの創出、延いては国際競争力の強化をねらいとし、以下の研究開

発を実施する。 

 

 [助成事業（助成率：2/3）] 

研究開発項目①「汎用動作計画技術」 

研究開発項目②「ハンドリング関連技術」 

研究開発項目③「遠隔制御技術」 

研究開発項目④「ロボット新素材技術」 

 

（２）目標 

本事業では 4 つの研各研究開発項目において、多品種少量生産現場をはじめとする

ロボット未活用領域においても対応可能な産業用ロボットの実現に向け、ロボットメ

ーカ等が自社の製品開発に適用可能となる要素技術を 8 件以上確立することを目標と

する。 
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さらに、各研究開発項目で得られた成果を統合したロボット試作機を製作し、実現

場を模した環境での実証試験を行い、いずれも従来の産業用ロボットと比較して、「自

動化率 30%向上」、「システムインテグレーションコストの 50%削減」を実現し、産業用

ロボットの更なる普及に資することを目標とする。 

 

４.事業内容 

プロジェクトマネージャーに NEDO ロボット・AI 部 茂手木 敦史を任命して、プロジ

ェクトの進行全体を企画・管理し、そのプロジェクトに求められる技術的成果及び政策

的効果を最大化させる。実施体制については、別紙を参照のこと。 

 

４．１ 2020 年度事業内容 

（１）事業方針 

＜助成要件＞ 

① 助成対象事業者 

助成対象事業者は、単独ないし複数で助成を希望する、原則本邦の企業、大学等の

研究機関（原則、本邦の企業等で日本国内に研究開発拠点を有していること。なお、

国外の企業等（大学、研究機関を含む）の特別の研究開発能力、研究施設等の活用ま

たは国際標準獲得の観点から国外企業等との連携が必要な部分を、国外企業等との連

携により実施することができる。）とし、この対象事業者から、e-Rad システムを用い

た公募によって研究開発実施者を選定する。 

 

② 助成対象事業 

以下の要件を満たす事業とする。 

１）助成対象事業は、基本計画に定められている研究開発計画の要素技術開発であ

ること。 

２）助成対象事業終了後、本事業の実施により、国内生産・雇用、輸出、内外ライ 

センス収入、国内生産波及・誘発効果、国民の利便性向上等、様々な形態を通じ、

我が国の経済再生に如何に貢献するかについて、バックデータも含め、具体的に

説明を行うこと。（我が国産業の競争力強化及び新規産業創出・新規起業促進への

貢献の大きな提案を優先的に採択する。） 

 

③ 審査項目 

・事業者評価 

  技術的能力、助成事業を遂行する経験・ノウハウ、財務能力（経理的基礎）、経理

等事務管理／処理能力 

・事業化評価（実用化評価） 

  新規性（新規な開発又は事業への取組）、市場創出効果、市場規模、社会的目標達

成への有効性（社会目標達成評価） 

・企業化能力評価 

  実現性（企業化計画）、生産資源の確保、販路の確保 

・技術評価 

  技術レベルと助成事業の目標達成の可能性、基となる研究開発の有無、保有特許

等による優位性、技術の展開性、製品化の実現性、重要技術課題との整合性 

・社会的目標への対応の妥当性 

 

＜助成条件＞ 

① 研究開発テーマの実施期間 

     5 年を限度とする。 
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②研究開発テーマの規模・助成率 

ⅰ）助成額 

研究開発項目①～④について合計 2.5 億円／年間を助成金の上限として予算内

で採択する。 

ⅱ）助成率 

大企業、中堅・中小・ベンチャー企業を問わず、2/3 助成とする。 

 

（２）事業内容 

  研究開発項目①「汎用動作計画技術」については、産業用ロボットの把持動作、組

立ノウハウ等に関するデータベースや、把持対象物の形状に関する画像データや重さ、

触覚データといったロボットの作業対象物についてのデータベースを構築し、さらに

構築したデータベースを活用して、作業計画の最適化に向けたロジックやアルゴリズ

ムの開発を行い、ロボットシステム構築の実証を行う。実証に当たっては、併せてロ

ボットシステムの評価方法についての検討を行う。 

  研究開発項目②「ハンドリング関連技術」については、ロボットの把持対象物等の

データを計測できるよう、各種センシング技術を搭載したエンドエフェクタ等を開発

する。また、多品種少量生産への対応を見据え、研究開発項目①で構築するデータベ

ースと連携して、各種対象物を安定的に把持することの可能なロボットハンドの開発

を行う。さらに、対象物が不定形物であることも想定したハンドリング技術を開発す

る。 

  研究開発項目③「遠隔制御技術」については、視覚、力覚、音声等を含む制御デー

タに関し、通信遅延や擾乱があっても安心安全に制御できるよう、5G 通信等に対応し

た遠隔操作を安定的に可能とする信号伝達規格の開発を行う。また、遠隔制御による

ロボットの集中操作が求められることを見据え、操作遅延が人の感覚に与える影響を

定量的に評価し、操作者の疲労が少ない通信方法の開発を行う。 

  研究開発項目④「ロボット新素材技術」については、駆動部（減速機・モータ・連

結など）及び構造部（アームなど）それぞれについて、強度・剛性・耐熱性・耐久性

など、ロボットとして主に必要な仕様を設定し、CFRP を含めた樹脂化や複合素材をベ

ースにした複合材料化を進め、候補素材について駆動部及び構造部への適用可能性を

シミュレーションや試作モデルで評価・検討する。また、圧力・振動・温度などのセ

ンサー材料をロボットに組み込む技術を開発するとともに、無線給電や自己発電を実

現するための技術を開発する。 

 

４．２ 2020 年度事業規模 

一般勘定   250 百万円（新規） 

※事業規模については、変動があり得る。 

 

５．事業の実施方式 

  

 ５．１ 公募 

（１）掲載する媒体 

「NEDO ホームページ」で行う。 

 

（２）公募開始前の事前周知 

公募開始の１か月前に NEDO ホームページで行う。本事業は、e-Rad 対象事業であり、

e-Rad 参加の案内も併せて行う。 
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（３）公募時期・公募回数 

2020 年 6 月以降に１回行う予定。 

 

（４）公募期間 

30 日間以上とする。 

 

５．２ 採択方法 

（１）審査方法 

e-Rad システムへの応募基本情報の登録は必須とする。 

助成事業者の選定・審査は、公募要領に合致する応募を対象にNEDOが設置する審査

委員会（外部有識者で構成）で行う。審査委員会（非公開）は、助成金交付申請書の

内容について外部専門家（学識経験者、産業界の経験者等）を活用して行う評価（技

術評価及び事業化評価）の結果を参考にとし、本事業の目的の達成に有効と認められ

る助成事業者を選定した後、NEDOはその結果を踏まえて助成事業者を決定する。 

申請者に対して、必要に応じてヒアリング等を実施する。審査委員会は非公開のた

め、審査経過に関する問い合わせには応じない。 

 

（２）公募締切から採択決定までの審査等の期間 

原則 45 日以内とする。 

 

（３）採択結果の通知 

採択結果については、NEDO から申請者に通知する。なお不採択の場合は、その明確

な理由を添えて通知する。 

 

（４）採択結果の公表 

採択案件については、申請者の名称、研究開発テーマの名称・概要を公表する。 

 

６. その他重要事項 

（１）評価の方法 

NEDO は、技術的及び政策的観点から、研究開発の意義、目標達成度、成果の技術的

意義並びに将来の産業への波及効果等について、技術評価実施規程に基づき、プロジ

ェクト評価を実施する。中間評価を 2022 年度に実施する。 

 

（２）運営・管理 

NEDO は、研究開発内容の妥当性を確保するため、社会・経済的状況、国内外の研究

開発動向、政策動向、プログラム基本計画の変更、評価結果、研究開発費の確保状況、

当該研究開発の進捗状況等を総合的に勘案し、達成目標、実施期間、研究開発体制等、

基本計画の見直しを弾力的に行うものとする。 

最終年度もしくは終了翌年度中に、本研究開発の成果を成果報告会等で公開する。 

 

（３）複数年度交付決定の実施 

交付申請者の申請に応じ、2020 年度～2024 年度の複数年度交付決定を原則とする。 

 

（４）標準化施策等との連携 

得られた研究開発成果については、標準化等との連携を図ることとし、標準化に向

けて開発する評価手法の提案、データの提供等を積極的に行う。  
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（５）その他 

本事業の実施を通じて、イノベーションの担い手として重要な若手研究者及び女性

研究員の育成や中堅・中小・ベンチャー企業等を支援することとする。 

 

７．スケジュール 

2020 年 6 月下旬・・・・公募開始 

8 月下旬・・・・公募締切 

9 月下旬・・・・契約・助成審査委員会、採択決定 

10 月上旬 ・・・助成先決定 

11 月ごろ ・・・交付 

 

８．実施方針の改定履歴 

（１）2020 年 6 月、制定 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 


